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お願いとご注意 


SoftBank 840 N 











お買い上げ品の巧認 


このたびは、に oftBank S 40 N 」 をお買い上げいた 
ださ、まことにありびと5ございます。 

■ 840 N 本体 



■電池パック （ NEBAH 1) 



• 万一巧包内容に不足がある場合は、お買い上げの販売 
店にご連按ください。 

-その他オプション品につきましては、お問い合わせ巧 
( P .34) までご連絡ください。 


•本書では、 rsoft 日 ank 840 NJ を「本機 J と表 
記しています。 

• 本書で掲載している画面、操作手順は、本体色 
「ペタルピンク」のお買い上げ時を例に掲載し 
ています。 

•本書の操作説明は、ボタンイラストを簡略化 
して記載していまず。 
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■保証書(本体) 


ほ用ネオ料 


使用圍巧 

ネオ質、表面処理 

背面ディスプレイパネル 

アクリル樹脂、ダイ 
ク□惑着 + UV コー 
ティング 

カメラパネル飾りリング 

ABS 樹脂、アル S 
蒸着 + UV コーティ 
ング 

充電端モ 

(卓上ホルダー用接軸端子） 

りん青銅、金メッキ 

電池パック収納部 

ネジ 

鉄、ク□メート処理 

収納面 

ステンレス合金、 
ニッケルメッキ 

電池端子 

チタン綱、產メッキ 


广 















マトとルールを守りきミに巧用しまいう 


A を険 


こんな使いかたはやめましよう 

本巧巧ご利用になるときに、誤った巧いかたをずると 
けがやな房の原因とな D まず。 


分巧 •》 造 

分解や改造をしないで < ださい。 



水濡れ 

濡れた手のまま使田したり、水がかか 
る場所で使巧しないでください。 



巧電端子の接軸禁止 

巧電端子に金属などを触れさせない 
ぶラにして < ださい。 



お定品ながの巧用 

本機に使巧ずる機器は、当社の指定品 
じIがのものは使用しないでください。 



加熱の禁止 

電子レンジなどの加熱調理機器や高 
圧容器に本機や電巧パックを入れて 
加熱しないでください。 



運西中 

自動車運転中のご使用は、法律で禁止 
されていまず。まをを全なところに停 
車させてか5ご使用ください。 





こんな場合は必ず電源を切りましよう 



[ マナーモード] 

周囲の方の迷惑にな5ないよ5、本機か5音び出な 
いよラにしまず。 

话受画面で m (長巧し） 

I簡易留守録I 

音苗電話や TV コールに出日れないとさに、かけて 
さた巧手の用件を本機に録音/録画しまず。 

诗受画面で医马(長巧し） 


广 























































巧を上のごを意 


• ご语用の前に、この r 安を上のごま意」をよくお読みのうえ、正しくお巧 
い < ださい。また、お読みになつたちとは大切に保管してください。 

• ここに示したミ主意事項は、お使いになる人れ化の人への危害、なまへの損 
害を未巧に巧ぐための巧容をお載していますので、化ずお巧0 ください。 

• 本裝品の巧廣誤動作または不具合などにより、通話などの役さを面した 
ために、お客様、またはま兰ちが受けられた損害につさましては、当社は 
■任を負いかねまずのであ5か Ufe ご了をください。 


表示の説明 


巧の表示の区巧は、表示巧容を守らず、誤った巧巧をした場合に生じるち害 
や損害の程度を説巧しています。巧容をよく理巧した5えで本でをお読み 
<ださし、。 


A 危険 

この表示は1取 D 扱し巧誤った場合、 r 巧 t または 
重傷"1を負ラ危険が切迫してまじることび想を 
される J 內宫でず。 

A 警告 

この表示は.巧り扱し巧誤った場合、 r 巧 t または 
重垣 SI を負5可能性が想定される J 巧容です。 

A ま意 

この表示は.おり扱いを誤った場合、 r 保害 を負5 
可能性び想定される場合および巧的損害* 3 のみの 
発生び想定される」内容です。 


夕1重傷とは、ホ巧•けび•高温やけど•旧温やけど(体温より高い温度の 
発熱体を長時間肌にちてているとな巧、水泡などの症找を起こすや 
けど）•感里•骨折•中養などで、を里症が残るものおよび治療に入院 
や長巧の通巧を要ずるわのをさします。 

*2 傷害とは、を療に入院や長巧の通院を至さない、けが•やけど•感里 
などをさします。 

夕3巧的損害とは、家屋•家巧およぴ家皇•ぺットなどにかかわる巧大損 
害をさします。 


お表示の説明 


巧の絵表示の区巧は、お守りし化だく内容を説明してしほず。内容をよく理 
巧した5えで本でをお読み < ださい。 


0 

窝止(してはいけないこと)を示します。 

客止 


您） 

分おしてはいけないことを示します。 

分解禁止 



水がかかる場所で使用したり，水に*6したりし 

水巧れ禁止 

てはいけなし1ことを示します。 


巧れた手で巧ってはいけないことを示します。 

おれ手窝止 





〇 

指示に基づ < 行為の強が【必ず実巧して U ただ< 

指示 

こと)をのします。 

を 

里源プラグをコンセントから巧いていただくこと 

巧巧プラグ 

を示します。 

を巧く 



本機•電池パック ‘USIM 力ード ‘AC アダプタ 
(オブション品）•卓上ホルダー(オプション品） • 
メモ U 力ード(オプション品）•ステレオイヤホ 
ンを換ケーブル(オプション品)の取り巧いにつ 
いて供通） 


A ち巧 


〇 本巧に巧用ずる里池ルツク ’AC アタブタ•卓上ホルダーは、ソフ 
トバンクび指定したをのを巧用してください。 

指定品 W 外のちのを巧巧した場合は、里おバジクの S 液•発駐 • 
Ji。 破を•発义や、 AC アダプタの発巧•発义•巧居などの原因とな D 

ます。 


/CgN 巧巧•改造•バンダ巧けなどち客なによる巧理をしなし\で< ださい。 

火ぶ•けが•感呈などの事苗[または故 g の原因とな0まず。また， 
至おバックの為巧•発お•旧を•発义などの原因とな D ます。 

巧巧禁止本得の改造は里波 sas とな D . 两則の巧まとなります。 


/®L 巧 S さないでください。 

水やべットのをなどの液巧が入ったとをに、；*れたまま巧贾し 
たり，*れた里おバックを充里すると、お敦•感至•义が•けが•巧 
が1れ禁±障などの原因となります。 

植巧場所I巧日扱いにごを意ください。 


0 ち通になる巧巧(义のそば、巧房器具のそば、直が曰巧の当たる 
巧所、巧天下の車巧など)で巧空•巧用•苗 S しないで< ださい。 
援おの変あ•巧房や星巧パックの巧液•発盘•を义•旧をの原因と 
禁止 なります。また、ケースの一巧がなくなり、やけどなどの原因と 

なることび友 D ます。 


Q 本なにが巧ルックを巧り巧けたり、 AC アダプタ•ステレオイヤ 
ホンを巧ケーブルを接統ずる店!、3まくおり巧けや接病ができ 
ないときは、巧 a に巧りなし巧ください。取 ft バックや節子の向 
禁止 をを担かゆてか6、西り巧けや接巧を巧ってください。 

里おバックを*巧•発南•破を•発义させるなどの原因となりまず。 


厂 


























Q 本な•宙巧 K ック ’AC アダプタ•卓上ホルダー•ステレオイヤホ 
ン巧巧ケーブルを、加な詞理な苗(まモレンジなど）•宙圧客器 
(圧力尝など)のやに入れた D 、 空巧围巧萬 ( IH 詞巧器)の上に a 
禁止 いたりしないでください。 

里おパックの涅巧•発を•巧お•を义や、本括 ’AC アダプタ•卓上 
ホルダーのおお•结煙•巧义•故障などの原因とな D ます。 


〇 ブロ A ’ ジガス、ガソ U ンなどの弓 I 义巧ガスやな B のを生ずる巧巧 
(ガソ U ンスタンドなど)では、化ず事前に本巧の里巧をお切りく 
ださし、。また、巧まをしな L 巧くださ U 。 

括。ガスに弓 I 义する巧れびあります。 

プ□バンガス、ガソ U ンなど弓 I 义性ガスやお岳の発生するち巧で 
库用すると、居発や乂災などの原因とな日ます。 


Q S とした0、巧げたりして、巧い® g をちえな U で< ださい。 

呈おバックのお巧•おな ’ ffi 裂•お义や乂お•感呈•巧障などの原 
因とな D ます。 

禁止 


〇 

指示 

田用中•巧至中•巧含時に、夏音•発巧•夏 S など、ちまでと夏なる 
ことに気づいたときは、巧の作業を巧って < ださい。 

1 . コンセントから AC アダプタを持ってプラグを巧し、てくださし、。 

2. 本活の星湿を切って<ださい。 

3. やけどやけびにま意して、星巧バックを巧り外してくだごい。 

夏常な状態のまま使巧すると、乂がや唐至などの原因とな0ます。 

0 

禁止 

巧ま端モや巧部挂巧巧モ、メモ y 力ードス□ジトに水やベットの 
尿などの巧巧や# S 巧男巧(巧■のなやを厲片、を属巧のネック 
レス、ヘアビンなど)び曲れないよ3にしてください。また巧巧に 
入れな U よ3にしてくださし、 

ショートによる义巧やな居などの原因とな D ます。 


1 A 注意 1 

Q 

禁止 

ぐ S ついた台の上やないた巧など、不安をな巧所に B かなし、で 
<ださし、 

落下して、けびや®居などの原因とな0ます。バイブレータ設定 
中や巧里中は、巧にごを意ください。 

〇 

孔巧巧の手の届かない巧所にほ g してください。 

誤って巧み込んだ日、けびなどの原因とな D ます。 

指示 



〇 

指示 


モおび店巧ずるち合は、保ま吾び巧0巧い方まを»えて < ださ 
い。巧用中においてち、指示どおりに巧用して U るかをごま* く 
ださい。 

けびなどの原因となります。 


Q 湿気やほこ0のを U 巧巧やち通になる巧所には、巧隹しないで 
<ださし、 

故障の原因とな D ます。 

禁止 




〇 本 g を巧 < とをに、ヒンジ巧(可動巧)の巧辺に指を巧まないよ 
ラにごま*<ださい。 

けがなどの原因とな日ます。 

指示 


電池パックの取り扱いについて 


C _公を族_ ] 

巧ミ也バックのラベルに巧巧されて U る表示により、巧,せの種巧を巧認した 
上で、ご利用•処巧巧して < ださい。 


表示 

呈おの種な 

Li-ionOO 

U チウムイオン里巧 


Q 义の中に括下しないでください。 

里巧バックをおが破裂•発义させるなどの原因とな D ます。 

禁止 


Q 巧を巧!したり、 A ンマーでたたいた日、垣みつけた0、囲い街 g 
を与えないで<ださい。 

里おバックを*巧•発南•おを•発义させるなどの原因となりまず。 

禁止 


Q 里ホバックの節子に、巧金などのを属巧を接苗さだな U で < だ 
さい。また、旁里巧吴巧(曲 S の芯や金属片、を届 K のネックレ 
ス、ヘアビンなど)と一篇に S おバックを持ち里んだり保芭した 
禁止 りしな U でください。 

坦か（ックを忌；夜•発巧•破裂•発义させるなどの原因とな D ます。 

〇 まおバック巧巧の巧び巧の中に入ったときは、こず S ず、ずぐに 
をれいな水で巧 U 巧し、ただちに医師のを S を S けて < ださし、。 
失巧などの原因となります。 

指示 




〇 里池ルック巧がの巧が田«やおおにけ麵した坦合は、ただちに 
本巧の巧用をやめ、され U な水で巧い巧して < ださい。 

巧*に傷害を起こすなどの原因とな D ます。 

指示 


〇 巧をの巧ま時巧を超えてを巧函び見了しない毎合は、巧空を中 
止してください。 

坦か（ックを是；夜•発巧•破裂•発义させるなどの原因とな D ます。 

指示 


〇 ま册 <，ックの巧用中•巧否中•巧含時に、吴良•巧お•空ち•巧巧な 
ど、今までと是なることに気づ U たときは、やけどやけびにを意 
して至池ルックを巧り巧し、さ己に义ちか己这ざけてくださし、。 
Ji で 異常なげ態のまま使用ずると、至おバックをち巧•発駐’巧裂•発 

乂ごせるなどの原因となります。 


町 





































〇 巧池バックが « 巧した0、夏ちびするとさは、ただちに巧用をや 
めて义気か S をだけて < だを U 。 

届巧した液巧に弓 I 义し.発义やおをの原因となります。 

指示 


Q 否下による S おや«など巧がか5の街町こより空せルックに是 
常が見己れた巧合は、ただちに巧用をやめてくださし、。 

里池パックの涅巧•発新•破惡•を义やおおの故度•义がの原因と 
禁止な日ます。 


〇 

指示 


ペットび宙池バックに巧みつかないよ5ごを*ください。 

里ホパックの涅液•発窃•破を•発义や沒おの故度•义巧の原因と 
なります。 


么ミ主意 


Q 不夏になった里おバックは、一巧のゴ5と一活に巧てないで< 
ださい。 

端テにテーブなどをおり、個別回聊こ出すか、 S 寄 D の r ソフトバ 
禁止 ンクショップ J へお持ちください。 

里おを巧別している巿の巧では、その規則に巧って処理してく 
ださい。 


本機の取0巧いについて 




Q 自なま•バイク•自拓まなどのミり巧の里后中には巧用しないで 
<ださい。 

交通き巧の原因となります。 

8 it 案 D 物を運転しなが5携帯里話を使用することは、法律で禁止 

ごれており、罰則の巧まとなります。 

里転者が使巧する場合は、駐存まび禁止されていない安をな場 
巧に止めてからご使用ください。 


O S 精5 な貝面や R 巧な fl 号を田 0 巧 5 空モ巧巧の 近 < では、本 
巧の里巧を切ってください。 

里子なおび萬動巧ずるなどの R 客を与える場合がおります。 
ち。 &ごを意いただをたい里モ巧おの巧 J 

巧おお•植込み型む度ペースメーカ•お込み型除細動お•その 
他の医巧里気な器•义災巧巧お•自動ドア•その巧の自動制御 
巧器など 


〇 本巧の空迪によ0里巧の安をにま届をさたす巧れびちるたゆ、 
お空巧巧では否巧をお切り < ださい。 

航空なの安全に支障ををたずるれがあります。 

括で 航空任巧で巧ち里話の Sii を入れると、罰則の巧まとなる場合 

がち0ます。 

巧巧で巧巧 S 話が巧用でさる場合は、面[空をなの柔務頁の指示 
にがい適切にご使用ください。 


可 


〇 

指示 

む房の班い方は、着居時の/てイブレータ(お B ) や着居音 B の設 
をにを*して<ださい。 

む店にお客をちえる巧れび巧ります。 

〇 

指示 

屋巧で巧用中に、空が陌り出した己、すぐに宙巧を切って屋巧な 
どの安をなち巧にち動して< ださい。 

落重や感里の原因となります。 

0 

ホ巧裙ポートを目に向けてち垣しないでくださし、 

目にお普をちえる可能性が巧ります。 

禁止 


(S) 

禁止 

居用里ち S 涅などを装班している巧合は、巧ポケットや巧ポ 
ケットへの度着はおやめくださし、 

本おを医用空気な器などの巧 < で®巧すると.医巧星気括器な 
どの巧度の原因となる恐れがちります。 

〇 

指示 

イヤホンマイクを本巧に夏*し、ゲームや音爱再ををずるちさ 
は、ち度なポリュームに黄節してくだを U 。 

音匿が大をすぞると麗原の原因とな D ます。また1巧囲の音が聞 
こえにくいと、事巧の原因となります。 

Q 

禁止 

エアバッグの巧 < のダッシュボードなど、エア/(ッグの房巧に 
よる影 g びホをされる巧冊こ本なを■かないで<ださ U 。 

エアバッグぴ居閣した場合、本篇ぴ本人や化の人などに当た D 、 
けびなどのき巧やな歯およひ巧損の原因とな D ます。 


〇 巧び一、ディスプレイ巧やカメラのレンスを巧損した巧には、巧 
れたガラスや B 出した本篇の巧巧にごま*<ださい。 
ディスプレイ部やカメラのレンズの表面には、フラスチックバ 
指で ネルを使用しガラスが巧試りにくい宿造となっておりまずが， 

誤って割れた巧損がや S 出部に曲れますと、けびの原因とな D 
ます。 

Q 本な巧の USIM 力ード巧入□やメモリカードス□ットに水など 
の巧巧やを届ち■、巧えやすいちのなどの夏巧を入れなし1で< だ 
さい。 

ちに 义巧•感里•巧居の原因とな D ます。 


A ミま意 


〇 本保(如!用により、皮かこ夏巧びをじたちきは、ただちに巧用を 
やめて医師のを哀を受けて<ださし、 

本おでは巧料として金属などを注巧しています。お客様の巧苗 
指で やな;勇によっては，かゆみ.かぶれ.湿孩などが生じることびあ 

0ます(梗巧巧料ゴ P .2)。 


巧ち力ードなどを本 a に巧づけた0、巧んだ日しないで<ださし、。 
(\J キャッシュカード•クレジットカード•テレホンカード•フ□ッ 
^ ビーディスクなどのお気データび消えてしま5ことぴちります。 

禁止 


































Q 

禁止 

ストラップなどを持って本没を成り回なないでください。 

ストラッブが切れた日して、本人や化の人に当たった0、けがな 
どの>なや巧 S および巧巧の原因となります。 

〇 

指示 

本巧を長時因ご巧用になる巧さ、巧に奋巧巧ちではを < なるこ 
とがちりまずので、ごを*<ださい。 

長時間肌に苗れたまま使用していると、ほ思やけどになるるれ 
び友 D ます。 

禁止 

* 居音び巧っているとまや、本巧でメロディを再生していると 
き、 A ンスフリーでの迅話中などは、スビーカーに耳を巧づけな 
し1で< ださし、 

度晒になる可能性びあります。 

〇 

指示 

本巧を M 閉する巧は、指やストラジブなどを巧まないよ5ごを 
)*< ださい。 

けびなどの事巧や巧損の原因とな D ます。 

〇 

指示 

デジタルテレビを視巧ずるときは、巧巧巧るいち所で、国面か百 
ある程 S の巧班を空けてご巧用ください。 

巧力巧下につなびる可能性がち D ます。 

〇 

指示 

イヤホンを巧用ずるとさは音■にちをつけてくださ U 。 

長時間使巧して麗昭になったり、巧然大をな音が出て耳ぞいた 
めたりする原因となります。 

禁止 

誤コてディスフレイを泣損し、巧呈ぴ漏れた巧合には、巧巧を口 
にした0、巧い込んだ0、田*につけた0しないで< ださい。 

巧豆び目や□に入った巧きは、すぐにきれいな水で巧し饰した 
だちに医師のを巧を受けて < ださい。また、田*や技巧に行着し 
た場合は、ずぐにアルコールなどで巧を取 D 、 石苗で水巧いして 
<ださし、 

失巧や皮«に傷害を居こす原因となります。 

0 

本!！に gS を巧びたちのを巧づけな U でくださし、 

強い班気をぶづけると誤作動を引を居こす可巧性があります。 

禁止 



USIM 力ードの取り巧いについて 


A 注意 ] 

O USIM 力ード(にががを巧り巧ず巧は切肺！にごを S ください。 
手やおを傷つける可能性びち0ます。 

指示 


可 


AC アダプタ•卓上ホルダーの取0巧いについて 




Q 巧否中は、巧や巧団でおおった0、包んだ0しなし>で< ださい。 
おがこちつて义災や®障などの原因となります。 

禁止 


Q 指定けみの宙巧•空圧で巧巧しないで<ださい。 

指をかの里お•呈圧で使巧すると、义災や®届などの原因とな 
0まず。 

禁止 AC ァダフタ: AC 100 V ~240 V 

(家庭用 AC コンセントち用） 

また、巧外お行用として、巿おごれている r 変圧お」は使用しない 
でください。火が•感里•な應の原因となります。 

e 長時固巧用しな U 巧合は、 AC アダブタを持ってプラグをコン 
セントか S 巧いてください。 

電 g プラグ感里•义巧•巧度の原因とな D まず。 

を巧く 

C 万び 一、 水やペットの巧などの巧巧び入った巧合は、ただちに 
AC アダプタを持ってコンセントか S プラグを巧いてください。 
g 涯ブ5グ感里•発煙•义災の原因とな D ます。 

を巧く 


〇 プラグにほこりびついたとさは、 AC アダプタを持ってプラグ 
をコンセントか S 巧さ、を U た巧などで巧を旧って < ださし、 

_ 义おの原因とな0まず。 

ち。 


O AC アダプタをコンセントに呈し这むとをは、卓上ホルダーの 
甜モおよび AC アダプタのプラグやが子に吾ませ夏窃(街*の 
忘やを属片、金属 K のネックレス、ヘアビンなど)び苗れないよ 
指で うにを*して、田実に差し这んでくださし、 

感 ち•ショート •义巧などの原因とな D ます。 



巧れた手で AC アダプタのプラグを巧を是ししないで < ださい。 
感里や故障などの原因とな D ます。 


漂れ手禁止 


Q 至が咱〇出した S 、 AC アダプタには柏れないで < ださい。 
感里などの原因とな日ます。 

禁止 


〇 

指示 


AC アタフタのコードぴ冉んだ5巧用しな US < ださい。 
感里•発新•义災の原因とな D ます。 


ド 






























Q 

禁止 

AC アダブタやさ上ホルダーは、 as 巧などの湿巧のを U 巧巧 
では巧用しな U でください。 

感里の原因とな0ます。 

Q 

禁止 

コンセントにつながれた状巧で巧 s 甜モをシヨートさせないで 
<ださし、また、巧否辅モに手や指など、身巧の一部を曲れさだ 
ないでくだを U 。 

义災•故障•感呈•傷害の原因とな D まず。 

0 

禁止 

AC アタプタのコードの上に重いをのをのせた0しな Lt でくだ 
さい。 

唐里や义災の原因となります。 


1 A 注急 1 


禁止 

AC アダブタをコン t ントに接規しているときは、引っ巧ける 
など挂い面 g をちえないで<ださい。 

けがや®岸の原因となります。 

を 

電源プラグ 
をな< 

お手入れの巧は、コンセントか S 、 ぶず AC アダフタを持ってプ 
ラグを巧いてくだを U 。 

感里などの原因とな0ます。 

〇 

指示 

AC アダブタをコンセントか S 巧くとさは、コードをミ1っ巧 S 
ず、 AC アダプタを持ってプラグを巧いてくだを U 。 

コードを引っ張るとコードびちつさ.感空や义炎などの原因と 
なります。 

Q 

巧れた里巧バックを巧田しないで<ださい。 

里ホパックを発熟•発义•破裂させる原因となります。 

禁止 


を 

電源プラグ 
を巧く 

巧 a 篇了をは、コン t ジトか己プラグを巧いてくだを U 。 

义災やな障の原因となります。 

Q 

远宙中はき上ホルダーの巧空就テに長時因拍れないでくださし、。 
ほ通やけどになる巧れびあ D ます。 

禁止 



可 


医用電気機器巧くでの取り巧いについて 


ここで記載している巧容は、「医用里気お器への是想のお客を防止ずるた 
めの巧帯空話端末等の使用に関する指が」（空波廣境巧譲を[平成9年4 
月])に準视、な6びに r 里汲の医用な器等へのお署に関する調査研究巧吿 
書」（平成13年3月「社団法人空汲産業を」）の巧容を参考にしたちので 
す。 




〇 巧这みおむ画ぺースメーカおよび植込みおが曲 n 巧をち麵され 
て U る巧合は、ベースメーカ巧のま*巧なか S2 吕 cm む上なし 
て南行および巧用してください。 

} 旨。至波により植込み型む度ペースメーカおよび植込み型おが動お 
の巧動に R 普を与える場さがあります。 


〇 自を療含など医療巧聞の巧で、巧込みおむ田ぺースメーカ石よ 
び植込み巧な巧占!苗 W かの医用里お巧おを巧用されるち合に 
は、空ぶによる影巧について旧別に医用まお g 里メーカなどに 
指で 担設してください。 

星波によ日医用里気お器の作動に影 g をちえる場合がち0ます。 


〇 居毎巧巧などでは、 W 下を守ってくださし、本苗の里ぶにより医 
用巧ち巧巧に影 S を及ぼず恐れびち D まず。 

-手術ま•集中治療室(に U ) •冠げ国脈疾患監視病室 ( CCU ) に 
Ji で は,本援ぞ持ち込まないで < だごい。 

-お巧巧では、本樓の里おを切ってくだごい。里湿が自動的に入 
る設定(アラーム樓能など)をしている場さは、設定を留をし 
てから里おを切って < ださい。 

-□ビーなど.携帯呈話の使用を許可された場所であってを、近 
<に医用里気巧器ぴあるとをは本待の呈源を切って<ださい。 
-医療巧関び個々に库用禁止、持ち込み禁止などのち巧ををめて 



〇 巧 g ままなどのお巧した巧巧にいるとをは、本«のま巧を切っ 
て < ださい。巧近に植这みおむ H ベースメーカおよび植込み型 
な巧面器を装着されている方びいる巧お性びち0まず。至近が 
指で 白»的に人る苗ミヴラーム巧巧など)をしている毎合は、结定 

を巧除してか5否巧を切って<ださい。 

至波によ D 、 植込み型むおペースメーカおよび植込み型おが動 
器び誤動作するなどの K 普をちえる場合があ D ます。 


町 
























お願いとごを意 


• 本機は電波を使用しているため、電波の弱いところ、およ 
びサービスエ U アがではご使用になれません。また、ヴー 
ビスエリア巧であっても、ビルの陰•ビル阿トンネル地下‘ 
山間部など、電波の弱いところ、電波の届かないところで 
は、ご使用になれません。また、通話中やデジタルテレビ視 
聴中にこのよ5な場所へ移動する場合、通話やデジタルテ 
レビ映像が途切れる場合があ0ますのであ5かじめご了 
承ください。 

参公共の場所でご利用いただくとさは、周囲のちの迷惑にな 
5なし、よラにま意してください。 

♦歩行中に着信した場合は、周囲のが況を確認し、安全な場 
巧へ移動してひ5ご使用ください。 

参事故や故障などによ0本機/メモリカードに登録したデー 
夕(電話喔、画塚、ヴウンドなど)び消失、変化した場合の 
損害につきましては、当社は責任を負いかねまずのであ5 
かじめご了承ください。大切な電話喔などのデータは、控 
元をとっておかれることをおずすめしまず。 

• 本機は電波法に定め6れた無線局です。したがって、電液 
法に基づ <検査を受けていただくことがあります。あ6か 
じめご了承<ださい。 

参一般の電話機やテレビ•ラジオなどをお使いになっている 
近くで使用すると、影響を与える場合がありますので、な 
るべく離れた場所でご使用ください。 

♦傍受(ぼうじゅ)にごま意ください。本機はデジタル信号を 
利巧した傍受されにくい商品ですが、電液を利用している 
関係上、通常の手段を超えるち法をとられた場合には、第 
云ちが故意に傍受ずるケースもまったくないとはいえま 
せん。この点をご理解いただいたうえでご使用ください。 

<榜受とは> 

無線連絡の內容を第云者び別の受信機で故意または偶然 
に受信することです。 

• ストラップなどを挟んだまま、本機を巧り畳まないでくだ 
さい。故障や破損の原因となります。 

参電車などの交通機関で使用した場合、まれに電車などに 
搭載されている電子機器に影響をちえることがありまず 
のでごま意<ださい。 

参次のよラな場所は、電話がつなが6なかったり雑音び入る 
ことがあります。 

•製が倉庫など特に温度び下がる場所に置かないでくだ 
さし、。正常に動作しないことびあります。 


可 


•金属製家具などの近くに置かないでください。電液び 
巧びにくくなります。 

•電気製品 ‘ANAQA 機器などの磁気を帯びているところ、 
磁液が発をしているところに置かないで < ださい。（コ 
ン ピュー タ•電子レンジ •スピーカー •テレビ•ラジオ •ファ 
クシミリ•壁光打‘ワープ□•電気こたつ•インパーターエ 

♦落下による変おや傷など列部からの衝撃により電池ルッ 
クに異常が見5れた場合は、故障取扱窓□までご相談くだ 
さい。 

• 巧めてお使いのときや、長時間ご使用にな6なかったとき 
は、ご使用前におず充電してください。 

♦電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度 
により異なります。 

参次のよラな場所では、充電しないでください。 

• 湿気•ほこり•振動のをい場戸斤 

-一般の電話機やテレビ•ラジオなどの近く 

参巧電中、 AC アダプタが温かくなることがありますが、異常 
ではありません。そのままご使用ください。 

参強い衝撃をちえないで < ださい。また、充電端子を変おさ 
せないで < ださい。故障の原因となります。 

参電池パックの使用条件により、寿命が近づぐにつれて電池 
パックが膨れる場合がありますが問題ありません。 

• 強い磁力を近づけないでください。故障の原因となりま 
す。 

♦ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしないで 
ください。傷つ < ことがあり故障や破損の原因となりま 
す。 


自動ま巧でのご利用におたって 


•自動車などを運転中に使用しないでください。安全走行 
を損ない、事故の原因となります。法令によって定め5れ 
ている禁止行為をした場合は罰せ6れることがあります。 
参車を安全な場所に信車させてか5ご使用ください。 

• 自動車巧で使用した場合、車種によっては、まれに車載電 
子機器に影響をちえることがあるため、自動車巧で使用す 
る際は、十分な対電磁液保量がされているひ、自動車販売 
店にご確認くださし、ま全走行を損なう原因となります。 


町 





お取日巧いについて 


参水をかけないでください。本機•電ミ也 J む/ク ’ AC アダプタ’ 
卓上ホルダー•ステレオイヤホン変換ケーブル ’ USIM カー 
ドは防水仕様にはなっておりません。雨のあたる所や風呂 
場など、湿気の多い巧での使用はおやめください。また、 
身に付けてし巧場合、汗による湿気によりの部が腐食し故 
障の原因とな0まず。これ6のか濡れによる故障と判明し 
た場合、保証対象がとなり修理でをないことがありますの 
で、あ5かじめご了承ください。 

参お手入れは乾いた柔6ひい巧(めがね巧をなど)で巧いて 
ください。本機のディスプレイは、カラー液晶画面を見や 
すくするため、特殊コーティングを施してある場合があり 
ます。お手入れの際に、乾いた巧などで強 < 擦ると、ディス 
プレイに傷がつく場合がありまず。取り扱いには十分ごを 
意いただを、お手入れは乾いた柔5かい巧(めがねがをな 
ど)で巧いて < ださい。また、ディスプレイに水滴やちれな 
どが付着したまま放置すると、シミになったり、コーティン 
グがはがれることがあります。アルコール•シンナーベン 
ジン•洗剤などで巧 < と、印刷が消そた0、をがあせた0ず 
ることがあります。 

参端子は時々乾いた綿棒で清掃してください。端子が巧れ 
ていると接軸び悪 < なり、電源び切れることがあります。ま 
た、充電不十分の原因となりますので、ちれたときは、端 
子を乾いた巧、綿棒などで巧いてください。 

♦エアコンの巧さ出し□の近くに置かないで < ださい。急激 
な温度の変化により結露し、巧部び腐食し故障の原因とな 
ります。 

参本機や電巧ノむ/クなどに無理な力びかか5ないように使 
用してください。をくのちのび詰まった巧物の中に入れた 
り、巧服のポケットに入れて座ったりすると、ディスプレイ‘ 
巧部基板•電池パックなどの破損や故障の原因となりま 
す。また、外部接続機器を外部接続端子に差した状態の場 
合、コネクター破損や故障の原因となります。 

♦使用中•充電中、本機は温か<な0ますが、異常ではありま 
せん。そのままご使用ください。 

参カメラを直射日光の当たる場前こ放置しないでください。 
素子の退色や焼付をを起こず場合びあります。 

参ディスプレイやキーまたはボタンのある励こ、極端に厚み 
のあるシールなどを貼5ないでくださし、故障の原因とな 
ります。 




参本機の電池ノむ/クを長い間がしていたり、電池残量のない 
状態で放置したりすると、お客おび登録•設定した巧容び 
消失または変化してしまラことがありますのでを意してく 
ださい。なお、こうした消失や変化に起因する損害につき 
ましては当社は責任を負いひねますのであ6かじめご了 
承ください。 

参電池ノ ックは、電池残量なしの状態で保管や放置をしない 
でください。電ミ也パックの'性能や寿命をほ下させる原因と 
なごまず。 

参通常は外部接続端子キャッスメモリカードス□ットの 
キャップをはめた状態でご使用ください。ほこりや水など 
が入り故障の原因となります。 

• ステレオイヤホン変換ケーブルや AC アダプタをが部接続 
端子ひ5巧く場合は、コードを引っ張5ずプラグを持って 
巧いてください。コードを引っ張ると断線や故障の原因と 
なごまず。 

• 巧け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコン 
セントの取扱説明書に従ってください。 

参極端な高温やほ温は避けてください。湿度は己で〜 
3己で、湿度は4已％〜8己％の範囲でご使用くださし、本 
機を極端に高温な場所に放置ずると、自動的に電源が切 
れる場合があ0ます。 

参電池パックは消耗品です。使用状態などによって異なりま 
すび、十分に巧電しても使用時間が極端に短くなったとき 
は電池ノてックの交換時期です。指定の新しい電池ノ くックを 
お買い求め < ださい。 

参巧電は、適正な周囲温度(己で〜3已で)の場所で巧ってく 
ださい。 

• USIM カー问こラベルやシールなどを貼った状態で、本機 
に取り付けないでください。故障の原因となりまず。 

参列部接続端子に外部接続機器を接続ずる際に斜めに差し 
たり、善した状態で引っ張ったりしないでください。故障や 
破損の原因となります。 

参電池力/て一を外したまま使用しないで < ださい。電池パッ 
クびがれたり、故障や破損の原因となったりします。 








カメラにごいて 


お客様び本機を利用して公衆に善しく迷惑をかける不法行 
為等を巧った場合、法律、条令(迷惑防止条例等)に従い処罰 
されることがあります。 


著作権などについて 


音楽、映像、コンピュータブ□グラム、データベースなどは着 
作権法により、その著作物および着作権者の権利が保護さ 
れてしなす。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭內で使用する目的でのみ行ラことがでさます。上記目 
的を超えて、権利ちの了承なくこれを複製(データお式の変 
換を含む)、改変、善作物の譲渡、ネットワーク上での配信な 
どを >5うと、「著作権侵害」「著作権人権の侵害」として損害賠 
償の請ホや刑事処罰を到ブることがありまず。 

本機を使巧して複製など行ラ場合は、著作権まを遵守のラ 
え、適切なご使用をむがけていただきますよう、お願いいた 
します。また、本機にはカメラ機能が捨載されておりまずが、 
本カメラ機能を使用して記録したをのにつさましてち、上記 
と同様の適切なご使用をむがけていただをますよラ、お願い 
いたしまず。 

本機に搭載のソフトウェアは著作物であり、着作権、著作ち人 
格権などをはじめとずる著作ち等の権利が含まれており、こ 
れ5の権利は着作権法により保護されています。ソフトウェ 
アの全部または一部を複製、修正あるいは改変したり J 、ード 
ウェアか5分離したり、逆アセンブル、逆コンパイル、リバー 
スエンジニアリング等は巧わないでください。 第云者にこの 
よ5な45為をさせることも同様でず。 


機能制限について 


本機を機種変更•解妳長期間使用しなかった場合はテレビの 
機能び利用できな < なります。 


ま意 


改造された本機は絶対に使用しないでください。改造した機 
器を使用した場合は電波法に抵轴します。本機は、電波法に 
基づく特定無線設備の技術基準適合証明等を受けており、そ 
の証として愼適マーク运」が本機の銘版シールに表示され 
ておりまず。本機のネジを外して巧部の改造を行った場合、 
技術基準適合証明等び無効となりまず。技術基準適合証明 
等び無効となった状態で使用すると、電波法に抵軸しまずの 
で、絶対に使用されないよラにお願いいたしまず。 


可 


知的が産権について 


参お客なが本製品を利用して撮影またはインターネット上 
のホームページか5のダウン□ード等により取得した文 
章、画像、音楽、ソフトウェアなど第云者び著作権を有する 
コンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法 
上認め6れた場合を除き、善作権者に無断で複製、改変、 
公衆送信等することはでをません。 

実まや巧巧、展示物などには、化的使巧目的であっても撮 
影または録音を制限している場合がありまずのでごま意 
ください。 

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人 
の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意な 
しにインターネット上のホームページに掲載するなどして 
不特定を数に公開することは、肖像権を侵害するおそれ 
があ0まずのでお控を<ださい。 

• S ! アプリ、 TV コール、 S ! 情報チャンネル、 S ! 電話帳パック 
アップ、 S ! メール、 S ! 速報ニュース、デコレメール、 PC ヴ 
イトブラウヴ、安む遠隔□ック、お天気アイコン、タダデコ 
は、ソフト/ (ンクモイレ r ル株式会社の登録商標または商標 
でず。 

参 SOFTBANK およびソフトバンクの名称、□ゴは、日本国 
およびその他の国におけるソフトバンク株式会社の登録 
商標または商標です。 

参 「 Yahoo !」 および 「 Yahoo !」「 YU の口づマークは、米国 
Yahoo ! Inc . の登録商標または商標です。 

参 T & R は Nuance Communications . Inc ., およ /jpN 
び米国その他の国における Nuance 所有法人風 V 
の商標または登録商標でず。 

参 microSDTM は SD Card Association の ffliCPO 

商標です。 

参本製品は、 MPEG -4 Visual Patent 

Portfolio License に基づきライセンスされており、お客 
おが個人のかつ非営利目のにおし、て政下に記載ずる場合 
においてのみ使用することが認め5れています。 

. MPEG -4 Visual の規格に準拠ずる動画(な下、 
MPEG -4 Video ) を記録する場合 
•個人的かつ非営利の活動に従事ずる消費者によって記 
録された MPEG -4 Video を再をする場合 
- MPEG - LA よりライセンスをうけた提供ちにより提供さ 
れた MPEG -4 Video を巧生ずる場合 
プ□モーション、社の用、営利目的などその他の用途に使 
用する場合には、米国法人 MPEG LA . LLC にお問い合わ 
せ < ださい。 
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参本製品は Adobe Systems ADOBE 

Incorporated の Adobe ** Flash " FLASK 

LiteTM を搭載してしほす。 ENABLED 


Copyriglrt © 1996-2010 Adobe Systems 
Incorporated . All rights reserved . 

Adobe 、 Flash およぴ円 ash Ute は Adobe Systems 
Incorporated の米国およびその他の国における商標ま 
たは登録商標です。 

♦ QR コードは巧式会社デンソーウ； L — プの登録商標です。 

♦ Powered by JBIend ™ Copyright 2002- 
2010 Aplix Corporation . All rights 
「色 servsd . 

JBIend および JBIend に関連する商標は、日 
本およびその他の国における株式会社アプ iBiwifT 
リツクスの商標または登録商標です。 ^ 

♦ Java ™ は、米国 Sun Microsystems , Inc . の米 分 

国およびその他の国における商標または登録商 

坦マオ 

• 「着うた〜」「着うたフル®」は、ほ式を社ソニー Java 
ミュージックエンタテインメントの登録商標で の肌"。 


:侶]なじ y 0 

倍 


す。 

• 本製品は、インターネットブラウ 
ザおよびメーラとして、株式会社 
ACCESS の NetFront Browser 
および NetFrant Messaging 


ACCESS™ 




Client を搭載しています。 

Copyright © 2004 -201 0 ACCESS CO ., LTD . 


ACCESS 、 NetFront は株式会社 ACCESS の日本また 


はその他の国における商標または登録商標でず。 

本製品のソフトウェアの一部分口 ndependeM JPEG 
Group が開発したモジュールが含まれています。 

• 本製品は、株式会社 ACCESS の IrFfOO だ 

IrFront を搭載していまず。 

©2008 ACCESS CO .. LTD . All right reserved . 
ACCESS 、 IrFront は、株式会社 ACCESS の日本または 
その他の国における商標または登録商標です。 
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参「マルチタスク/ Multitask 」 「感情お知6せメール」「い 
つちのメール」 r プライバシーアングル」 r ライフヒスト 
リービューア」 r クイックインフォ」 r ワード予測」 r ともでん」 
「NEC SUPER TOWN 」 は、 NEC カシオモバイルコミュ 
ニケーシヨンズ株式会社の商標または登録商標でず。 

参本製品には、日本電気巧式会社のフォント 「 FontAvenue 」 
を使用しています。 

参 Powered By Mascot Capsule の/ Micro 3 D Edition ™ 
MASCOT CAPSULE " は、株式会社エイチアイの登録 
商標巧オ 

• G ガイド、 & GUIDE 、 G ガイドモバイル、 G-GUIDE MOBILE , 

および G ガイド関連□ゴは、米 Gemstar-TV Guide 
International , Inc またはその関係会社の日本国巧にお 
ける登録商標または商標です。 _ 

参 IrSimple ™、 IrSS ™ または IrSimpleShot ™ PfH 
は 、 Infrared Data Association 呀の商標 I 巧 ! 嘿む。 
です。 * 

♦ A イパークリアボイスは SRS Labs , Inc . よりライセンス 
された SRS VIP + 巧術に基づき製品化されていまず。 
SRS 、 VIP +、 および@記号は SRS Labs , Inc . の商標で 
す。 

参 Dialog Clarity 、 W 0 W 巧術は SRS • f 

Labs , Inc 力巧のライセンスに基づ•/ 
き製品化されています。 Dialog Clarity 

Dialog Clarity 、 W 0 W 、 SRS と @ 

記号は SRS Labs , Inc . の商標でず。 

参本製品には GNU G 飢 eral Public Ucense ( GPL )、 
GNU Lesser General Public Ucense ( LGPL ) その 
他に基づをライセンスされるソフトウェアが含まれていま 
す。 

当該ソフトウェアに関する詳細は、 
http :// www . n - keitai . com / guide / download / 

の！ ' GPL . LGPL 等について」をご賣ください。 

♦フレーム補間機能には株式会社モルフォの FrameSolidTM 
を採用しておりまず。 

FrameSolid ™ は、株式会社モルフォの商標でず。 

参 PhotoSolicT 、 MovieSoli がおよび□コ’マークは、株式 
会社モルフォの曰本またはその他の国における登録商標 
または商標です。 

参 Microsoft 、 Windows および Windows Vista は、米国 
Microsoft Corporation の、米国およびその他の国にお 
ける商標または登録商標です。 


护 




参 Windows は Microsoft Windows operating system 
の略称として表記してし 1 まず。 

♦本書では各 0 S (日本語版)を次のように略して表記してい 
ます。 

- Windows 7は 、 Microsoft Windows '^ 7( Starter 、 
Home Basic、Home Premium 、 Profession 日 I 、 
Enterprise 、 Ultimate ) の略でず。 

- Windows Vistal ま 、 Windows \/ ista"(Home Basic 、 
Home Premium 、 Business 、 Enterprise 、 Ultimate ) 
の略です。 

- Windows XPI ま、 Micraso が ’ Windows '^ XP 
Professional operating system または Microsoft 〜 
Windows '"' XP Home Edition operating system 
の略でず。 

参お絵かき□ジックは、株式会社世界文化社の登録商標で 
す。 

• クターは、株式を社ギガ連射の登録商標でず。 

参その他、記載されている会社名および商品•ヴービス名 
は、各社の商標または登録商標でず。 


可 


携帯電話傑の腹鹏 (SARM 口いて 


この機種 〈840 N > の携帯電話機は、国び定めた電波の人体 
吸収に関する技術基準に適合しています。この技術基赞ま、 
人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器か6 
送出される電ぶび人間の健康に影響を及ぼさないよラ、科 
ぎの根拠に基づいて定め6れたものであり、人体頭部に吸 
収される電波の平均エネルギー量を表す比吸収率 ( SAR : 
Specific Absorption Rate ) について、これが 2 W / kg * の 
許容値を超えないこととしています。この許容値は、使巧ち 
の年齢や身体の大をさに関係な<十分なを全率を含んでお 
り、世界保健機関 ( WHO ) と協力関係にある国際非電離放射 
線防護委員会(に N 旧 P ) が示した国際的なガイドラインと同 
じ値になっています。 

《巧術基華については、電波法関連省令(無線設備規則第14を 
の 2) で規定されています。 


この携帯電話機 〈840 N 〉 の SAR は、0.552 W/k 邑 です。こ 
の値は、国び定めたち法に従い、携帯電話機の送信電力を 
最大にして測定された最大の値です。個々の製品によって 
SAR に多少の差異び生じることもありますが、いずれも許容 
個を満足していまず。また、携帯電話機は、携帯電話基地局 
との通信に必要な最ほ限の送信電力になるよラ設計されて 
し、 るため、実際に通話している状態では、通常 SAR はよりル 
さい値となりまず。 

SA 阿こついて、さらに詳しい情報をお知りになりたいちは、 
下記のホームページをご参照ください。 

総務省のホームぺージ 

http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm 
社団法人電波産業会のホームぺージ 
http://www.arib-emT.org/ 


「ソフトパンクのポディ SAR ポ U シー J について 


>ボディ(身体) SAR とは:携帯電話機本体を身体に装着した 
状態で、携帯電話機にイヤホンマイク等を装着して連続通話 
をした場合の最大送信電力時での比吸収率 ( SAR ) のことで 
す。 

比の収率 ( SAR ) :6分間連続通話状態で測定した値を掲 
載しています。 

身体装着の場合:一般的な携帯電話の装着法として身体 
か51.己センチに距離を保ち携帯電話機の背面を身体に向 
ける位置で測定試験を実施してしほず。電測ま"く露要件を満 
たすためには、身体か51.己センチの距離に携帯電話を固定 
出来る装身具を使用し、ベルトクリップやホルスター等には 
金属部品の含まれていないちのを還んで < ださい。 





ソフトバンクモバイルのホームページか 5 ち内容をご確認い 
ただけます。 

http://www.so 他 ankmobile.co.jp/ja/irTfD/public/emf/emf02.html 


「欧州における電液ばく露の影響に関ずる情親! 


この携帯電話機 〈840 NM ま無線送受信機器でず。本品は国 
際指き t の推奨ずる電波の許容値を超えないことを確認して 
います。この指きかま、独立した巧学機関である国際非電離放 
射線防護委員会り CN 旧 P ) び策定したちのであり、その許容 
値は、使用者の年齢や健康状態にかかわらず十分にミ全な値 
となっていまず。 

携帯電話機か5送出される電波の人巧に対する影響は、比 
の収率 ( SAR : Spec げ ic Absorption Rate ) という単位を 
用いて測定します。携帯機器における SAR 許容値は 2 W/kg 
で、身体に装着した場合の SAR の最高値は 0.28 1 W / kg で 
ず。 

SAR 測定の際には、送信電力を最大にして測定ずるため、実 
際に通話してし巧状態では、通常 SAR はよりかさい値となり 
ます。これは、携帯電話機は、通信に必要な最低限の送信電 
力で基地局との通信を巧ラよラに設計されているためです。 
世界保健機関は、モバイル機器の使用に関して、現在の巧学 
情報では人体への悪影響は確認されていないと表明してい 
ます。また、電波の影響を抑えたい場合には、通話時間を短 
くずること、または携帯電話機を頭部や身体か5離して使用 
ずることび出来る A ンズフリー用機器の利用を巧奨していま 
す。さ6に詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健 
機関のホームページをご参照ください。 
http ゾ / www . who . int/emf (英夕のみ） 

※身体に装着した場合の測定試験は FCC が定めた基準に 
従って実施されています。値は欧州の条件に基づいたちの 
でず。 


可 


General Notes 

Electromagnetic Waves 


For body-worn operation, this handset has been 
tested and meets RF exposure guidelines when used 
with accessories containing no metal, that position 
handset a minimum of 15 mm from the body. Use of 
other accessories may not ensure compliance with RF 
exposure guidelines. 


SAR Certification Information 


840N meets the technical standards set by the Ministry 
of Internal Affairs and Communications (MIC) regarding 
radio wave absorption by a human body. 

These technical standards have been established on a 
scientific basis to prevent radio waves emitted from 
wireless devices such as mobile phones from affecting 
human health. These standards require that the SAR 
(Specific Absorption Rate), an indicator of the amount 
of average radio frequency energy absorbed in the 
side of a human head, must not exceed 2 W/kg*. This 
value includes a substantial safety margin to assure the 
safety of all persons, regardless of age and physical 
size. The value is equal to the international guideline 
recommended by the International Commission on 
Non-Ionizing Radiation Protection (ICNIRP) that has 
a cooperative relationship with the World Health 
Organization (WHO). 

* The technical standards are stipulated m the Radio 
Law (Article 14-2 of Ordinance Regulating Radio 
Equipment). 

The highest SAR value is 0.552 W/kg for 840N. This 
value was obtained in accordance with the MIC testing 
procedure with handset transmitting at its highest 
permitted power level. While there may be differences 
in SAR levels for various handsets, they all meet the 
MlC's permissible value. Because mobile phones are 
designed to operate at their minimum power level 
required to communicate with base stations, the actual 
SAR of handset during a call is usually below the 
highest value. 

For more information about SAR, see the following 
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websites: 

- Ministry of Internal Affairs and Communications (MIC) 
http://www.tele.soumu.go.jp/e/sys/ele/index.htm 
- Association of Radio Industries and Businesses (ARIB) 
http://www.arib-emf.org/ 

(Japanese) 


SoftBank's Body SAR Policy 


- Body SAR: Value obtained from continuously talking 
with handset placed on the body using earphone- 
microphone at maximum transmission power. 

- Specific Absorption Rate (SAR): Value obtained from 
talking continuously for six minutes. 

- Placement on the body: Measurements are taken with 
the rear of handset facing the body at a distance of 
1.5 cm as the standard handset position. In order to 
comply with radio frequency exposure requirements, 
use an accessory (e.g. belt clip, holster) that does not 
contain metallic parts to maintain a 1.5 cm separation 
between the body and handset. 

For more information, see SOFTBANK MOBILE Corp. 

Website (Japanese): 

http:"www.softbankmobile.co.jp/ja/info/public/emf/emf02.html 


European RF Exposure Information 


840N is a radio transmitter and receiver. This 
product has been confirmed not to exceed the limits 
recommended by international guidelines for radio 
frequency. 

These guidelines were developed by the independent 
scientific organization International Commission on 
Non-Ionizing Radiation Protection (ICNIRP) and include 
a substantial safety margin to assure the safety of all 
persons, regardless of age and health. 

The influence on the human body of radio waves 
emitted from mobile phones is measured employing a 
unit known as the Specific Absorption Rate (SAR). The 
SAR limit for mobile devices is 2 W/kg. The maximum 
SAR value for this model handset, when placed on the 
ear, is 0.544 W/kg. As mobile devices offer a range of 
functions, they can be used in other positions, such as 
on the body as described in SoftBank's Body SAR Policy. 



In this case, the maximum SAR value is 0.281 W/kg*. 
Since the SAR is measured at the highest transmitting 
power level, the actual SAR during a call is usually much 
lower. This is because mobile phones are designed to 
operate at their minimum power levels necessary to 
communicate with base stations. 

The World Health Organization (WHO) has stated that 
present scientific information about mobile phone use 
does not indicate any adverse effects on the human 
body. They recommend limiting talk time or using a 
handsfree device to keep the mobile phone away from 
the head and body to reduce influence of exposure to 
radio waves. 

Additional information can be found at the WHO 
website: 

http://www.who.int/emf 

* Measurements with handset placed on the body are 
carried out in accordance with the F [し standards. The 
values are based on European requirements. 


Declaration of Conformity 


(€0168 


840N is declared to conform with the essential 
requirements of European Union Directive 1999/5/EC 
Radio and Telecommunications Terminal Equipment 
Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2. 

The Declaration of Conformity can be found on the 

following website: 

http://www.n-keitai.com/ 
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暗証ま号について 


本機のご利用にあたっては、次の暗記番号が必要に 
なります。 


端末暗記番号 

各機能を利用ずるとさに使用します。 

お買し、上げ時は「9999」に設定され 
てし1まず。 

否換機用暗証 
番号 

オプションサービスを一般電話か日操 
作するときなどに使用します。 

ご契約時の4巧の番号です。 

発着信規制用 
暗詔番号 

発着信規制サービスを利用するとさに 
使用します。 

ご契約時の4巧の番号でず。 


r 端末暗証番号のを更 I 

待受画面で® 一 r 設定い r セキュリティ設定」 

^^端末暗詔ま号を更」 


‘各暗証番号はお忘れにな5ないよラ、また、他人に知6 
れないよラごま意ください。 

• 万一暗証番号が他人に知5れ悪用された場合、その損 
害については、当社は一切の責任を負いかねます。 

• 各機能で暗証番号の入力を間違えると間違いを知6せ 
るメッセージが表示されます。操作をやり直してくだ 
さい。 

-発着信規制用暗証番号の入力を3回間違えたときは、 
発着信規制ヴービスの設定変更がでさなくなります。 

‘端末暗証番号は、ソフトバンクモパイルホームページ 
( h 門 p :// www . softbank . jp ) では操作用暗証番号と記 
載されています。 


可 


USIM 力ード/ PIN コードについて 


USIM カードは電話番号やお客様情報が入ったに 

カードです。 USIM カード対応のソフトバンク携帯 

電話に取り付けて使巧しまず。本機のご利用には 
USIM カードび必要です。 

参 USIM カードの所有権は当社に帰属します。 

•紛失、破損などによる USIM 力ードの再発行は有償となります。 

• 解約、休止などの際は、 USIM カードを当社にご返却ください。 

参お客様ひ6ご返却いただいた USIM カードは、環境保全 
のためリヴイクルされてレまず。 

参 USIM カードの仕様、性能は予告なしに変更する可能性 
びあります。 

• お客様ご自身で USIM 力ードに登録された情報の容は、別 
にメモを取るなどして保管してくださるよ5お願いしま 
ず。万が一、登録された t 青報内容が消失してしまラことび 
あってち、当社としては責任を負いかねますのであ6か 
じめご了承ください。 

参国内外問わず USIM カードな6びにソフトバンク携帯電 
話 ( USIM 力ード挿入済み)を盜難•紛失した場合は必ず緊 
急利用停止の手続きを行ってください。緊急利用惇止の 
手続きはお問い合わせ先 ( P .34) までご連絡ください。 

• USIM カードを取り付けるまたは取りがすとをは、 

USIM 力ードの切断面にごを意ください。手や指を傷つ 
ける可能性がありまず。 


USIM 力ードの暗話を号について 


USIM カー ドには PIN 1 コー ドと PIN 吕 コー ドといラ 
吕つの暗訂ま号があります。 


PIN 1コード 

第云ちによる本機の無断使用を巧ぐた 
めに使用します。 

お買い上げ時は「9999」に設定されて 
し、ます。 

PIN 2 コード 

通話料金のリセットや通話料金上限設 
定などに使用します。 

お買い上げ時は「9999」に設定されて 
し、ます。 


[PIN コードのをを] 

待受画面で® 一 r 設定 J 一 r セキュリティ設定 J 一 rpiN 
設を一 rpiNi コード類」 / r 円 N 2コードを恩 


















ソフトウェア更新 


ネットワークを利用して本機のソフトウェア更新が 

必要かどラかを確認し、必要なとさには更新びでさ 

まず。 

参ソフトウてア更新を巧ラ前にすベての動作を終了させ 
るため、必ず電源をいったん切り、再度電源を入れてひ 
5、ソフトウェア更新を実行してください。 

参本機とパソコンを US 巨ケーブルで接続しているとさ 
は、ソフトウェア更新前に USB ケーブルを取りかして 
ください。 USB ケーブルを取り付けたままソフトウェ 
ア更新を実行ずると、正しく完了できないことがありま 
す。 

参確認/更新には、通信料はかか0ません。 

参ソフトウェア更新には、約30分程度かかる場合があり 
ます。更新び完了するまで、本機は使用でをません。 

参ソフトウェア更新を実巧する前に電池残量が十分かご 
確認ください。 

参ソフトウてア更新は電波状態のよいところで、移動せず 
に行ってください。 

• ソフトウェア更新中は、ほかの機能は操作できません。 

•必要なデータはソフトウ I ア更新前にバックアップす 
ることをおすすめしまず(一部ダウン□ー ドしたデータ 
などは、バックアップでをない場合ちありまず)。ソフト 
ウェア更新前に本機に登録されたデータはそのまま残 
りますが、本機の状況(故障など）により、データが失わ 
れる可能性があります。データ消失に関しては、当社は 
責任を負いかねますので、あ5かじめご了承ください。 

参ソフトウてア更新中は絶対に電池パックや USIM カー 
ドを取り外したり、電源を切5ないでください。更新に 
失敗ずることがあります。 

参ソフトウてア更新に失敗すると、本機が使用でをな<な 
ることがあります。その場合はお問い合わせ先 ( P .34) 
までご連絡 < ださい。 
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「ソフトウェアを巧 I 

待夏画面で旁)^['設定_!^1"その他設定_1^「ソフト 
ウェア更新 J 一 r ソフトウェア更新」 

ち巧は、呈巧ザをいち所で 
,巧巧せすじ実ろレて<だ 
S い。を巧中は電話-乂一 
I し等の発ち信ガできなく。 

ります。よろしいです方？ 


政降は、画面の指をにがって操作してください。 

mrjm 止山ん 

ソフトウてア更新が完了すると、自動的に再起動し 
ます。再起動後にソフトウてア更新完了画面が表示 
されます。 


-ソフトウェア更新をに再起動しなかった場合は、電池 
パックを取り列し、再度取り付けてか6電源を入れ直 
して < ださい。 

上記の動作を巧っても起動しない場合は、お問い合わ 
せ先 ( P .34) まで、ご連絡ください。 














巧証とア フターヴー ビス 


本機をお買い上げいただいた場合は、保証書び付い 
ております。 

参お買い上げ店名、お買い上げ曰をご確認 < ださい。 

参巧容をよくお読みのラえ、大切に保管してください。 

参保証期間は、保証書をご賣ください。 

修理を巧おされる場合、お問い合わせ先 ( P .34) または 
最寄りのソフトバンクショップへご相談くださし、その 
際でをるだけ詳しく異常の状態をお聞かせください。 

参保証期間中は保註書の記載内容に基づいて修理いたし 
ます。 

• 保詔期間をの修理につきましては、修理により機能が維 
持でをる場合は、ご要望により有償修理いたします。 


•本製品の故障、誤動作または不具合などにより、通話 
などの機会を逸したために、お客お、または第云者が 
受け5れた損害につさましては、当社は責任を負いか 
ねますのであ6かじめご了承ください。 

‘故障または修理により、お客様が登録/設定した内容 
が消失/変化する場合があ0ますので、大切な電話帳 
などは控えをとつておかれることをおすすめします。 

• なお、故障または修理の際に本機に登録したデータ 
(電話喔/画像/サウンドなど）や設定した内容が消 
失/変化した場合の損害につをましては、当社は責任 
を負いかねますのでち5かじめご了承ください。 

•本製品を分解/改造すると、電波法にふれることがあ 
ります。また、改造された場合は修理をお引き受けで 
をませんので、ごま意ください。 

. アフターサービス についてご不明な 点は、 最寄りのソ 
フ トバンクシヨップまたはお問い合わせ先 ( P .34) ま 
でご連絡ください。 
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お巧い合わは巧一覧 


お困りのとさや、ご不明な点などがございましたら、 
お気軽に下記お問い合わせ窓□までご連絡ください。 
電話番号はお間違いのないよラにおかけください。 


ソフトバンクモバイルお客さまセンター 



ソフトバンク携帯電話か6 :1呂7(無料） 
-般電話か日： 0088 -21 -吕000備料) 


紛失-故障受付 


ソフトバンク携帯電話か5:113(無料） 
-般電話か6 :0088-吕 40-1 13(無料） 


IP 電話などでフリーコールが繫が5ない場合は、 
恐れ入0ますが下記の番号へおかけ < ださい。 


東日本地域 

022-3 S 0- 4380(有料） 

東海地域 

〇已 2-388-2002( 有料） 

関西地域 

0百-7臣百白-0180(有料） 

中国•四国•九州- 
み縄地域 

092-臣 87-00 10(有料） 


ソフトバンクモパイル国際コールセンター 

海外か日のお問い合わせおよび盗難•紛失に 
ついては、下記の番号へおかけください。 

+81 -3 ••已3已1 -3491 (有料） 





















